






















































































































































































































































































































































































C こうすると，辺BCの長さと角 B，角 Cの
大きさが同じになります。
C さっきと閉じで，辺の長さははみ出すけど，
固まれている形は合同な三角形になってい
ます。
T 辺BCと角 B，角Cはどんな関係ですか?
C 角Bと角Cは，辺BCの端っこにあります。
T このっくり方は，何が等しいといえそうで
すか?
C 1つの辺の長さと，その端にある2つの角
の大きさが等しいです。
14 本時のまとめをする。
T 今日は，ジョイント棒を使って，合同な三
角形をつくりました。何種類のっくり方が
見っかりましたか?
C 3種類です。
C 初めは， 1つだけだと思っていました。
T どうして，他のっくり方が見つかったのか
な?
C ジョイント棒を動かしたら，角の大きさも
関係していることがわかりました。
T 合同な三角形をつくるために大切なことは
何でしたか?
C 合同な三角形をつくるには，辺の長さだけ
でなく，角の大きさも関係していることが
わかりました。
5 考察
本研究では，第5学年 f合同な図形Jの実践
を通して，主体性・協働性を育てる授業づくり
のための工夫について考察した。
授業の導入では，三角形を提示して観察させ，
気付いたことを話し合わせる活動を取り入れる
ことにより，子どもは辺の長さや角の大きさなど
の三角形の構成要素に着目し，課題解決のための
見通しをもつことができた。
合同な三角形のっくり方を考える際には，長さ
の異なるジョイント縁を操作して考える活動に
することで，試行錯誤をしながら主体的に課題解
決に取り組むことができた。
また，ペアで共に考えたり説明し合ったりする
活動を取り入れることにより，共に意見を出し合
いながら試行錯誤したり友達の考えを取り入れ
たりすることができた。特に，角の大きさが関係
していることは，一人で考えるのではなく友達と
試行錯誤しながら，互いの考えを伝え合うこと
で，子ども達自身が気付いていくことができたと
考える。
合同な三角形のっくり方について話し合う際
には，それぞれの考えについて実際にジョイント
棒を操作して確かめるようにすることで，友達の
操作や考えと自分の操作や考えを比べながら聞
くことができた。さらに，操作や考えの共通点や
相違点に自を向け， rそれも合同といえるのか
な?Jと疑問をもったり f固まれている形はぴっ
たり重なっているから合同だ」と気付いたり r3
つの辺の長さがわからなくても， 2つの聞の角の
大きさがわかれば合同な三角形がつくれるJと考
えのよさをとらえたりすることができた。
さらに，合同な三角形のっくり方の考えを図や
言葉の説明を線でつないだり，操作を矢印で示し
たりして板書に位置付けることにより， rこのジ
ョイント棒を動かすと角の大きさが同じになる
ので」などと何を根拠に合同な三角形がつくれる
と考えたのかを筋道立てて考えたり説明し合つ
??
《?
たりすることができた。
一方で，話合いの際に教師の介入が多くなって
しまうという課題も見られた。子ども達が自ら考
えたり友達と話し合ったりする中で，考えを深め
たり創ったりしていけるような手立てをさらに
工夫したいと考える。今後も，主体性・協働性の
育成をめざした授業づくりについて，より一層研
究を深めていきたい。
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